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維持管理・運用BIM更新

分析する課題と課題解決の対応策

BIMの活⽤効果と改善策

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）

� ⿅児島県内の複数の意匠設計事務所からなるグループが、地場業者内のBIMに精通し
た⼈材の少なさや発注者のBIMに対する理解度の低さに関する課題認識に基づき、
BIM による業務実施を条件とした発注に係る発注者側のボトルネック、発注者メリッ
ト、発注者の要求に応えそのメリットを最⼤化する技術者の育成についての課題分析
と、活⽤効果の検証・今後の改善⽅策の検討を⾏う。

� 実施にあたっては、発注者・技術者双⽅に対するアンケート調査と、仮想プロジェク
トのBIMモデルを⽤いた調査を⾏う。

⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

1

効果A）BIMによる業務実施を条件とした発注に係る発注者側のボトルネック
� ⽬標：⿅児島県内を対象とした発注者へのアンケート実施数（有効回答数50以上）、簡易EIRの作成と使い勝⼿（発注
者のEIRの理解度改善率70%以上）、図⾯だけの打合せと⽐較した場合の理解度（改善率70%以上）

効果B）仮想プロジェクトをモデルとした、発注者メリットの洗い出しと整理
� ⽬標： BIMモデルを活⽤し作成したメタバースのアクセス数から有効性を検証（1万アクセス）
� 改善策：成果を基に発注者向けのBIMセミナーを開催（参加者50名以上）

効果C）発注者の要求に応えるための技術者の育成、教育プログラムの効果検証
� ⽬標：⿅児島県内を対象とした設計技術者へのアンケート実施数（有効回答数50以上）、簡易BEPの作成と使い勝⼿
（設計者のBEPの理解度改善率70%以上）、：BEPに基づく仮想プロジェクトの⼊⼒の理解度（改善率70%以上）

� 改善策：成果を基に設計者向けのBIMセミナーを開催（参加者50名以上）

プロジェクトの概要
⽤途 店舗兼事務所

床⾯積 1,000㎡

階数 3階建て

構造種別 鉄筋コンクリート造

区分 その他（仮想プロジェクト）

検証・分析の対象など

業務ステージ ：S0、S1、S2
標準ﾜｰｸﾌﾛｰのﾊﾟﾀｰﾝ ：①
検証の時期 ：仮想的PJ

応募者の概要
代表応募者 （株）ixrea

共同応募者 ゲンプラン設計（株）、（株）
志賀設計室、（株）⻄野設計

グループの
関係性

複数の意匠設計事務所からなる
グループ

� 課題A）BIMによる業務実施を条件とした発注に係る発注者側のボトルネック
� BIMそのものや設計プロセス等に発注者の認知度、仮想プロジェクトの設計内容と発注者ニーズとの整合性、発注者に
おける発注者情報要件(EIR)作成の難易度、BIMモデルのみを使⽤した協議によるコンセンサスの実効性

� 課題B）仮想プロジェクトをモデルとした、発注者メリットの洗い出しと整理
� 発注者にとってのBIMデータの有効な活⽤法、基本設計までのプロセスにおける発注者のBIM活⽤の費⽤対効果

� 課題C）発注者の要求に応え、そのメリットを最⼤化する技術者の育成に係る課題
� BIMスキル習得に関して技術者が抱える課題分析、技術者育成における、現状のBIMセミナー等の貢献度、技術者にお
ける、発注者の要求に則したBIM実⾏計画書(BEP)作成のBIM実⾏計画書(BEP)に基づいたBIMオペレーションの習熟度、
現⾏のBIM教育プログラム等の実効性

(株)ixrea 他３社



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
2

(株)ixrea 他３社

プロジェクトの⽬的
� 令和３年度事業において、地⽅における地場業者間のBIM連携について検証を⾏ったところ、地場業者内のＢＩＭに精通した⼈材の少なさや、発

注者のＢＩＭに対する理解度の低さが課題として浮き彫りになった。そこでまずは、ＢＩＭ活⽤を条件とした業務発注に対する発注者・技術者双
⽅の認識や取組状況を確認し、ＢＩＭのメリットや発注の際のボトルネックを洗い出す。次に、洗い出し結果を基に、発注の際のポイントとワー
クフローを整理する。これによって、発注者の発注業務に対する⼿続きや仕様を明らかにすると共に、受注する際に必要となる体制構築や技術習
得の要点を技術者に提供することによって、より簡易かつスムーズな発注プロセスによる地⽅業界全体の業務効率化を⽬指す。

実施体制・検証過程検証する効果と、その⽬標について
課題A）BIMによる業務実施を条件とした発注に係る発注者側のボトルネックについて
1：有効なアンケート調査の実施度

⽬標：⿅児島県内を対象に、発注者へのアンケート実施数（有効回答数50以上）
2：簡易EIRの作成と使い勝⼿の確認

⽬標：発注者のEIRの理解度が当初より上昇した割合（改善率70%以上）
3：仮想プロジェクトによる発注者の理解度の検証

⽬標：図⾯だけの打合せと⽐較した場合の理解度の違いを⽐較（改善率70%以上）
課題B）仮想プロジェクトをモデルとした、発注者メリットの洗い出しと整理
1：BIMモデル活⽤案の有効性の検証

⽬標：作成したメタバースのアクセス数から有効性を検証（1万アクセス）
2：今後の改善⽅策の検証

⽬標：成果を基に発注者向けのBIMセミナーを開催（参加者50名以上）
課題C）発注者の要求に応えるための技術者の育成、教育プログラムの課題検証
1：有効なアンケート調査の実施度

⽬標：⿅児島県内を対象に、設計技術者へのアンケート実施数（有効回答数50以上）
2：簡易BEPの作成と使い勝⼿の確認

⽬標：設計者のBEPの理解度が当初より上昇した割合（改善率70%以上）
3：仮想プロジェクトによる設計者の理解度の検証

⽬標：BEPに基づく仮想プロジェクトの⼊⼒の理解度を検証（改善率70%以上）
4：今後の改善⽅策の検証

⽬標：成果を基に設計者向けのBIMセミナーを開催（参加者50名以上）

統括
(株)ixrea

（株）志賀設計室

ゲンプラン設計(株)

（株）西野設計

検証チーム

発注者・技術者

成果とりまとめ

仮想
PJ

実施

検証

アンケート

分析



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
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(株)ixrea 他３社

プロジェクト概要図
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⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
4

(株)ixrea 他３社

仮想PJの概要・モデル作成

・⿅児島県の協⼒の下、実際の県営住宅計画をベースとしました。

用途 共同住宅

戸数 ５０戸

構造 ＲＣ造

階数 １０階建て

延床面積 ２,８６０㎡

タイプ ２ＤＫ（５０㎡）４０戸

３ＤＫ（６０㎡）１０戸

用途 共同住宅

戸数 ２０戸

構造 ＲＣ造

階数 ５階建て

延床面積 ２,８６０㎡

タイプ ２ＤＫ（５０㎡）１０戸

サイズダウン

[

実
際
#
計
画]

[

仮
想
(
)]

[仮想PJのモデル・平面図]



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
5

(株)ixrea 他３社

教育プログラムの開発

・仮想ＰＪモデルの作成を通した教育プログラムを作成しました。
[教育プログラムの概要]

作成マニュアル ①外部マニュアル ②内部マニュアル ③構造/レイアウトマニュアル

対象 基本的な操作や用語について習得済みの初級者以上

作業人員 ３名

作業環境 ArchiCAD チームワークプロジェクトとしてモデルを作成

作業時間 ２時間

2023.1.31　　株式会社ixrea

BIMチームワークセミナー
構造・レイアウトマニュアル

2023.1.31　　株式会社ixrea

BIMチームワークセミナー
外部マニュアル

2023.1.31　　株式会社ixrea

BIMチームワークセミナー
内部マニュアル



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
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(株)ixrea 他３社



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
7

(株)ixrea 他３社



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
8

(株)ixrea 他３社

技術者向けセミナー

＜2023.02.01鹿児島建設新聞＞

・教育プログラムを⽤いた技術者向けセミナーを主催しました。
[開催概要]

日時 2023.01.31 13:00〜15:30

対象 鹿児島県内の建築設計従事者等

参加数 １８名（３名×６チームに分けて実施）

使用BIM ArchiCAD

開催結果 ・基本操作を習得済みの参加者はマニュアルを
見ながらスムーズに作業を進められた。

・全員が異なる企業に所属するチームでも、ワー
クによって２時間で約９０％程度の作業を完了で
きた。

・マニュアルの課題を発見できた。（改善中）

＊参加者へのアンケートについては現在準備中



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
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(株)ixrea 他３社

技術者向けセミナー
[会場の様子]



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
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(株)ixrea 他３社

技術者向けセミナー
[会場の様子]



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
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(株)ixrea 他３社

発注者向けセミナー

・⿅児島県と連携し発注者(⾃治体)向けセミナーを実施しました。
[開催概要]

日時 2023.02.01-02  9:30〜17:30

対象 鹿児島県内の自治体および関連機関等の職員

参加数 １日目：３２名 ２日目：３０名 計１７市町村、１５機関

次第 １．BIMについて
①BIMの概要 ②国におけるBIMの取組

２．BIMによる設計発注について
①県事業およびBIM推進会議の取組
②設計発注に関する基礎知識
③発注者の環境整備
④グループディスカッション

３．演習
①県外取組等の紹介
②BIMモデルの外観・内観等の閲覧
③BIMモデルの干渉チェックの確認 ＜2023.02.06 鹿児島建設新聞＞



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
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(株)ixrea 他３社

発注者向けセミナー

[会場の様子]



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
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(株)ixrea 他３社

発注者向けセミナー

[演習テキスト]

＜作成：グラフィソフトジャパン株式会社＞



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
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(株)ixrea 他３社

発注者向けセミナー

[演習テキスト]（抜粋）

＜作成：グラフィソフトジャパン株式会社＞



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
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(株)ixrea 他３社

発注者向けセミナー

[セミナー後のアンケート結果]（一部抜粋）



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
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(株)ixrea 他３社

発注者向けセミナー

[セミナー後のアンケート結果]（一部抜粋）



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
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(株)ixrea 他３社

発注者向けセミナー

[セミナー後のアンケート結果]（一部抜粋）



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
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(株)ixrea 他３社

発注者向けセミナー

[セミナー後のアンケート結果]（一部抜粋）

■魅力について
・図⾯の不整合チェックに有効
・図⾯を読めない⽅へのプレゼンに有効
・所管課との合意形成がスムーズできる。
・⼲渉チェック等による確認漏れを減少できそう。
・メンテナンス業務で利⽤できると感じた。

■課題について
・市内のBIM導⼊業者が少ない
・⼩規模⾃治体の設計事務所や⼯事施⼯者に使⽤できるかが不安。
・市の⼯事は改修がメインであるため、改修⼯事におけるメリット・デメリットの検討が必要。
・⾃治体側でBIMを導⼊した場合の業務体制づくり（⼈員不⾜の解消）

■その他
・地⽅⾃治体での導⼊事例が知りたい
・どのくらいの規模からBIMを使ったら良いかの判断
・BIM導⼊に関して、各市町村の管理職向けに研修を⾏ってほしい



⼩規模仮想プロジェクトにおける発注者および設計者向けBIM活⽤ワークフローの検証

令和４年度 BIMを活⽤した建築⽣産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

（中⼩事業者BIM試⾏型）
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(株)ixrea 他３社

技術者・発注者向けアンケートの集計・分析

・技術者向けセミナー、発注者向けセミナーにおいて実施したアン

ケートを集計、分析し、マニュアルや簡易EIR/BEP等へのフィード

バックを行う。

効果検証・取りまとめ

・すべての実施内容の効果検証を行い、報告書の取りまとめを行う。

→実施想定期間：２月上旬

→実施想定期間：２月上旬〜中旬


